
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

新
た
な
参
加
団
体 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

   

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

 

３
９
２
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

西
日
本
総
合
展
示
場 

清
掃
部
（
小
倉
北
区
） 

 

深
津 

伸
哉 

営
業
担
当 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
５
年 

 

１
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.12 

若
松
区
第
３
２
区
自
治
区
会
（
若
松
区
） 

サ
ン
エ
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
（
若
松
区
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

累
計 

７
３
団
体 

 

 Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
深
津
で
す
。 

 

昨
年
は
、
参
加
団
体
さ
ん
を
は
じ
め
、
諸
関
係
者
の
方
々

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
様
々
な
取
組
み
へ
発
展
し
た
１
年

で
し
た
。 

 

●
地
元
ま
つ
り(

起
業
祭
・
若
松
み
な
と
祭
り)

へ
の
参
加 

 

●
「
空
き
缶
通
信
」
ス
タ
ー
ト 

 

●
「
空
き
缶
基
金
」
事
業
の
ス
タ
ー
ト 

  

今
年
も
あ
き
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の

方
々
と
交
流
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
身
近
な
行
事
や
周
辺
の
名
所
な
ど
を
で
き
る

だ
け
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
情
報
提
供
を
含
め
、
宜
し 

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

広
徳
小
学
校
（
小
倉
南
区
） 

 

小
倉
南
区
の
大
き
な
団
地
（
徳
力
団
地
）
の
中
に
所
在

し
、
遠
く
に
平
和
台
が
見
え
、
近
く
に
は
紫
川
（
中
流
）

が
流
れ
て
い
ま
す
。 

       
全
校
生
徒
４
５
３
名
の
内
、
３
年
生
・
４
年
生
（
８
１

名
）
が
あ
き
缶
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
家
庭
か
ら

飲
料
済
み
の
缶
を
持
参
し
た
り
、
通
学
途
中
に
見
つ
け
た

あ
き
缶
を
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

並
行
し
て
、
生
徒
さ
ん
が
ご
み
に
関
す
る
学
習
に
取
り

組
み
、
感
想
文
を
書
い
た
り
、
発
表
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

高
須
東
１
丁
目
町
内
会
（
若
松
区
） 

 

町
内
世
帯
数
２
１
３
の
内
、
８
割
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世

帯
（
若
い
人
が
多
い
）
の
第
１
種
住
宅
地
で
す
。 

 

町
内
を
班
分
け
（
１
２
班
）
し
、
２
班
ご
と
に
１
ヶ
所

の
集
積
場
所
を
設
け
、
資
源
物
（
缶
・
古
紙
）
を
廃
品
回

収
し
て
い
ま
す
。【
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
缶
の
み
回
収
】 

 
 

     

北
九
州
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
、
町
内
会
の

全
員
が
入
会
。
毎
月
、
町
内
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

町
内
の
子
供
さ
ん
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
資

源
や
環
境
の
大
切
さ
を
次
世
代
へ
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

  

 

校舎 外観 

ボックス設置風景 

集 積 場 所 ① 

集 積 場 所 ② 



              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

新
た
な
参
加
団
体 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

  

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

 

２
３
４
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

慶
成
高
等
学
校 

秀
櫻
館
（
小
倉
北
区
） 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
５
年 

 

２
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.13 

若
松
区
第
２
１
区
自
治
区
会
（
若
松
区
） 

若
松
区
第
２
０
区
自
治
区
会
（
若
松
区
） 

若
松
区
第
１
１
区
自
治
区
会
（
若
松
区
） 

槻
田
小
学
校
（
八
幡
東
区
） 

安
部
ガ
ナ
イ
ト
工
業
㈱
（
若
松
区
） 

東
海
炭
素
㈱ 

丸
三
商
事
㈲ 

 
 Ｋ

Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
山
崎
で
す
。 

 

空
き
缶
通
信
が
、
今
月
で
ち
ょ
う
ど
２
年
目
に
突
入
と
な

り
ま
す
。
コ
メ
ン
ト
す
る
の
も
２
回
目
と
な
り
ま
し
た
。 

  

支
援
企
画
の
参
加
団
体
さ
ん
が
増
え
た
の
で
、
皆
様
へ
の

支
払
い
の
準
備
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
今
年
に
入
っ
て
小

学
校
・
中
学
校
の
工
場
見
学
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
見
学

さ
れ
て
い
な
い
学
校
さ
ん
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
見
学
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

  

今
年
度
は
余
裕
が
あ
れ
ば
、
毛
筆
な
ど
、
習
い
事
を
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

山
崎 

恭
子  

受
付
担
当 

修
多
羅
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

作
家
の
火
野
葦
平
を
輩
出
し
た
校
区
で
、
後
方
に
は
雄

大
な
高
塔
山
が
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

全
校
生
徒
３
２
９
人
が
、
①
高
塔
山
の
清
掃
・
②
あ
じ

さ
い
の
植
樹
（
高
塔
山
）・
③
久
岐
の
浜
清
掃
と
い
っ
た
土

地
柄
を
活
用
し
た
環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

同
時
に
、
家
庭 

か
ら
空
き
缶
を
持 

ち
寄
り
、
資
源
回 

収
に
も
力
を
入
れ 

て
い
ま
す
。 

 
 

 

『
こ
ど
も
を
育
て
る
１
０
か
条
』
の
１
つ
、「
朝
の
あ
い

さ
つ
」
を
、
児
童
会
と
地
域
の
方
々
と
の
連
携
に
て
実
施
。

火
曜
日
の
朝
、
児
童
会
１
０
名
ほ
ど
が
、
門
の
前
に
立
っ

て
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。 

向
洋
中
学
校
（
若
松
区
） 

 

中
学
校
の
中
で
は
、
一
番
エ
コ
タ
ウ
ン
の
近
く
に
立
地

し
て
い
ま
す
。
全
校
生
徒
２
９
２
名
が
缶
回
収
に
携
わ
り
、

ま
た
、
北
九
州
エ
コ
ツ
ア
ー
（
教
育
委
員
会
主
催
）
に
１

年
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

ご
み
ゼ
ロ
の
日
（
５
／
３
０
）
に
、
全
校
生
徒
が
コ
ス

モ
ス
街
道
の
清
掃
活
動
を
、
ま
た
、
今
年
度
の
修
学
旅
行

に
て
、
３
年
生
が
神
戸
の
元
町
に
て
清
掃
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。 

    

空
き
缶
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
雨
対
策
と
し
て
、
自
主
制
作

に
て
蓋
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

学 校 外 観 

ボックス設置風景 

ボックス設置風景 

学 校 外 観 



              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

２
２
２
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

西
日
本
総
合
展
示
場
（
小
倉
北
区
） 

築
上
中
部
高
等
学
校
（
豊
前
市
） 

 空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
５
年 

 

３
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.14 

鴨
生
田
小
学
校
（
若
松
区
） 

㈱
ワ
シ
ダ
（
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
６
社
） 

北
九
州
市
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

累
計 

８
３
団
体 

 
 Ｋ

Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
井
上
で
す
。 

 
 

庭
先
の
し
だ
れ
梅
も
春
の
嵐
で
散
っ
て
し
ま
い
、
新
し

い
春
を
探
し
に
遠
賀
川
へ
行
き
ま
し
た
。 

  

河
原
に
は
菜
の
花
が
満
開
で
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
よ
。 

 

そ
ん
な
黄
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
目
も
く
れ
ず
、
「
つ
く
し
」

や
「
の
び
る
」
を
採
っ
て
い
る
人
達
も
・
・
・
。 

 

い
つ
の
間
に
か
、
私
も
混
じ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

井
上 

雅
代 

総
務
・
経
理
担
当 

暁
の
鐘
学
園
（
若
松
区
） 

 

子
ど
も
達
の
成
長
と
自
立
を
支
援
す
る
「
も
う
ひ
と
つ

の
家
族
」
と
し
て
、
愛
情
豊
か
な
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
家
庭

的
雰
囲
気
を
持
つ
養
育
・
保
護
施
設
で
す
。 

ウ
グ
イ
ス
や
小
鳥
の
鳴
き
声
が
聴
こ
え
る
緑
に
囲
ま
れ

た
静
か
な
場
所
で
あ
り
、
小
竹
の
丘
に
、
元
気
な
子
ど
も

達
４
０
名
が
生
活
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

    

空
き
缶
を
は
じ
め
、
古
紙
類
・
古
着
な
ど
を
回
収
し
、

物
を
大
切
に
す
る
心
を
み
ん
な
が
勉
強
し
て
い
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
卓
球
を
す
る
子
ど
も
が
多
く
、
全
九

州
卓
球
選
手
権
（
小
学
生
）
に
出
場
経
験
が
あ
り
ま
す
。 

大
石
塗
装
株
式
会
社
（
八
幡
東
区
） 

 

九
州
一
円
に
て
、
塗
装
関
連
全
般
を
施
工
・
工
事
し
て

い
る
会
社
で
、
山
田
高
架
橋
（
宗
像
市
）
や
槻
田
中
学
校

の
補
修
工
事
と
い
っ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。 

 

社
員
の
み
で
な
く
、
地
域
子
ど
も
会
で
廃
品
回
収
さ
れ

た
空
き
缶
も
会
社
の
敷
地
内
に
保
管
し
、
得
ら
れ
た
支
援

金
を
子
ど
も
会
に
て
役
立
て
て
い
ま
す
。 

      
 

ま
た
、
会
社
の
あ
る
前
田
町
は
、
春
に
は
桜
ま
つ
り
、

夏
に
は
前
田
祇
園
山
笠
と
行
事
に
こ
と
欠
か
さ
な
い
、
に

ぎ
や
か
で
楽
し
い
地
区
で
す
。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

学園入口付近 

倉庫内ボックス 
保管場所周辺 

会 社 外 観 



              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

新
た
な
参
加
団
体 

   

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

 

４
３
４
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

鴨
生
田
小
学
校
（
若
松
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
５
年 

 

４
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.15 

到
津
小
学
校
（
小
倉
北
区
） 

コ
ス
モ
石
油
販
売
㈱ 

本
城
給
油
所
（
八
幡
西
区
） 

㈱
ヒ
ガ
キ 

ビ
ッ
グ
ワ
ン
中
原
Ｓ
Ｓ
（
戸
畑
区
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

累
計 

８
６
団
体 

 
 Ｋ

Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
山
下
で
す
。 

 

先
月
の
地
震
に
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
車
の
中
に
い
た

の
で
す
が
、
初
め
は
数
人
で
車
を
揺
ら
さ
れ
て
い
る
と
思
っ

た
ほ
ど
で
す
。
ま
だ
余
震
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

暖
か
く
な
る
の
で
、
休
日
ゴ
ル
フ
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

大
自
然
の
中
で
運
動
す
る
の
は
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
で

す
。
ま
た
、
桜
や
紅
葉
な
ど
を
見
て
季
節
の
移
り
変
わ
り
も

楽
し
め
ま
す
。 

  

今
月
号
か
ら
、『
空
き
缶
基
金
』
活
動
に
参
加
し
募
缶
し
て

く
れ
て
い
る
団
体
（
企
業
）
さ
ん
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

山
下 

伸
悟 

選
別
リ
サ
イ
ク
ル
担
当 

鴨
生
田
小
学
校
（
若
松
区
） 

４
年
生
（
現
５
年
生
）
８
１
名
が
、
空
き
缶
回
収
の
手

紙
を
町
内
の
回
覧
板
へ
挿
し
込
ん
で
広
報
し
ま
し
た
。 

そ
の
手
紙
を
読
ん
だ
地
域
の
方
々
は
、
缶
を
選
別
し
て

出
す
と
い
う
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
暖
か
く
見
守
っ
て
い
ま

す
。 

     
本
城
（
八
幡
西
区
）
で
の
植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

ヒ
ン
ト
と
し
、
空
き
缶
支
援
金
で
『
温
州
み
か
ん
の
苗
木
』

を
購
入
し
、
校
内
の
花
壇
に
植
え
て
み
ん
な
で
成
長
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
周
辺
の
公
園
な
ど
に
植
樹
し
、「
緑
を
増
や
す

活
動
に
発
展
し
て
い
こ
う
」
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

鶴
丸
海
運
株
式
会
社
（
本
社
・
若
松
区
） 

 

海
運
業
と
し
て
創
業
以
来
８
４
年
の
歴
史
を
経
て
、
九

州
一
円
か
ら
関
東
・
関
西
さ
ら
に
海
外
へ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
拡
大
し
て
い
る
総
合
物
流
企
業
で
す
。 

 
 

      

若
松
本
社
・
小
倉
営
業
所
・
小
倉
港
湾
ヤ
ー
ド
の
計
３

ヵ
所
に
て
、
空
き
缶
基
金
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
環
境
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
参
加
し
、
営
利
で
は
な
く
社
会
人

と
し
て
の
基
本
マ
ナ
ー
を
、
社
員
全
員
が
身
に
付
け
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

空き缶保管倉庫 

みかんの木 植樹 

 

 

本社 外観 

小倉港湾ヤード 



              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

新
た
な
参
加
団
体 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

 

２
４
１
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
５
年 

 

５
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.16 

足
立
市
民
セ
ン
タ
ー
（
小
倉
北
区
） 

星
ヶ
丘
明
星
会
（
八
幡
西
区
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

累
計 

８
８
団
体 

 
 Ｋ

Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
武
冨
で
す
。 

 

野
球
の
シ
ー
ズ
ン
も
始
ま
り
、
毎
月
１
～
２
回
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
試
合
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
り
、

い
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
只
今
、
打
撃
絶
好
調
で
す
。 

 
 

 

仕
事
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
加
熱
炉
で
工
場
内
が

熱
く
な
り
、
汗
を
沢
山
か
く
の
で
、
水
分
を
し
っ
か
り
取
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。 

 
 

 

最
近
、
歯
が
痛
み
出
し
、
食
べ
た
い
も
の
も
食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
も
歯
は
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
！ 

武
冨 

進 

ペ
レ
ッ
ト
製
造
担
当 

槻
田
小
学
校
（
八
幡
東
区
） 

明
治
４
０
年
４
月
に
開
校
し
、
ま
も
な
く
創
立
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
校
区
は
、
古
く
か
ら
の
閑
静
な
住

宅
地
で
、
近
く
に
県
立
八
幡
高
校
も
あ
り
、
教
育
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
場
所
で
す
。
平
成
９
年
に
校
舎
が
改
築
さ

れ
、
現
在
で
は
、
中
庭
の
あ
る
明
る
い
教
室
で
児
童
は
学

ん
で
い
ま
す
。 

 

      

全
校
生
徒
４
８
２
名
全
員
が
空
き
缶
の
回
収
に
取
組
ん

で
お
り
、
美
化
活
動
と
し
て
、
槻
田
川
の
清
掃
活
動
に
も

毎
年
１
回
、
地
域
住
民
の
方
々
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
ま

す
。 エ

ス
カ
ル 

戸
畑
海
員
会
館
（
戸
畑
区
） 

 

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
寄
港
」
を
意
味
す
る
「
エ
ス
カ
ル
」

は
、
戸
畑
で
唯
一
の
公
共
の
宿
で
す
。
戸
畑
渡
場
か
ら
徒

歩
１
分
の
場
所
に
位
置
し
、
赤
い
若
戸
大
橋
を
く
ぐ
り
抜

け
る
大
・
小
の
船
を
、
宿
泊
室
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

 
 

     

安
く
て
清
潔
な
施
設
で
す
の
で
、
小
学
生
か
ら
大
学
生

ま
で
の
運
動
部
が
よ
く
利
用
し
て
お
り
、
ま
た
、
年
間
２

千
人
ほ
ど
の
外
国
人
（
２
１
カ
国
）
の
か
た
も
国
際
会
議

や
船
員
研
修
で
来
日
の
際
に
宿
泊
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 
ロ ビ ー 

施 設 外 観 
校 舎 外 観 

ボックス設置風景 

 

 
基
金 

団
体 



            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
た
な
参
加
団
体 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

      

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

   

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

 

４
０
６
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

西
日
本
総
合
展
示
場
（
小
倉
北
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
５
年 

 

６
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.17 

麻
生
医
療
福
祉
専
門
学
校 

北
九
州
校
（
戸
畑
区
） 

北
九
州
八
幡
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
八
幡
東
区
） 

㈱
ヒ
ガ
キ
（
本
社
・
戸
畑
区
） 

・
大
手
町
Ｓ
Ｓ
（
小
倉
北
区
） 

・
真
鶴
Ｓ
Ｓ
（
小
倉
北
区
） 

・
関
門
Ｓ
Ｓ
（
門
司
区
） 

シ
ー
エ
ル
シ
ー
タ
カ
ハ
シ
㈱
グ
ル
ー
プ
（
本
社
・
門
司
区
） 

 
 

・
ド
ク
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ 

沼
店
（
小
倉
南
区
） 

 
 

・
ド
ク
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ 

曽
根
バ
イ
パ
ス
店
（
小
倉
南
区
） 

 
 

・
ド
ク
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ 

湯
川
店
（
小
倉
南
区
） 

 
 

・
ド
ク
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ 

し
ん
も
じ
店
（
門
司
区
） 

 
 

・
ド
ク
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ 

門
司
駅
通
店
（
門
司
区
） 

 
 

・
ド
ク
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ 

門
司
店
（
門
司
区
） 

 
 

・
３
号
線
折
尾
Ｓ
Ｓ
（
八
幡
西
区
） 

 
 

・
本
城
Ｓ
Ｓ
（
八
幡
西
区
） 

 
 

・
ド
ク
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ 

三
ヶ
森
店
（
八
幡
西
区
） 

 
 

・
ド
ク
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ 

力
丸
店
（
八
幡
西
区
） 

 
 

・
ド
ク
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ 

き
よ
み
ず
店
（
小
倉
北
区
） 

 
 

・
ド
ク
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ 

小
倉
店
（
小
倉
北
区
） 

 
 

・
ド
ク
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ 

足
立
店
（
小
倉
北
区
） 

 
 

・
日
明
Ｓ
Ｓ
（
小
倉
北
区
） 

 
 

・
二
島
Ｓ
Ｓ
（
若
松
区
） 

 
 

・
ド
ク
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ 

高
須
店
（
若
松
区
） 

大
東
建
託
㈱ 

北
九
州
支
店
（
八
幡
西
区
） 

 
 

 

あ
い
お
い
損
害
保
険
㈱
（
八
幡
西
区
） 

 
 

 
 

以
上
累
計 

９
３
団
体 

 

 
 Ｋ

Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
谷
口
で
す
。 

 

九
州
も
「
梅
雨
入
り
宣
言
」
し
、
お
出
か
け
前
の
天
気
予

報
が
気
に
な
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。 

 

梅
雨
か
ら
夏
に
か
け
て
は
高
温
多
湿
で
、
食
中
毒
の
発
生

も
多
く
な
る
季
節
で
す
。
皆
さ
ん
も
日
頃
の
予
防
を
心
が
け 

ま
し
ょ
う
。 

 

海
で
は
海
水
浴
を
楽
し
む
人
を
見
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と 

 

思
い
ま
す
。 

谷
口 

幸
雄 

ペ
レ
ッ
ト
製
造
担
当 

小
森
江
東
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

風
師
山
の
下
腹
域
に
位
置
し
、
巌
流
島
を
正
面
に
見
渡

す
こ
と
の
で
き
る
学
校
で
す
。 

 

全
校
生
徒
１
５
７
名
全
員
が
顔
見
知
り
な
程
、
他
の
学

年
間
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
る
。
年
１
回
、
地
域
毎
に
縦
割

り
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
が
、
各
自
通
学
す
る
コ
ー
ス
近
く
の

公
園
の
清
掃
を
実
施
し
て
い
る
。 

      

環
境
栽
培
委
員
会
が
主
と
な
り
、
校
内
『
ホ
タ
ル
池
』

に
て
ホ
タ
ル
の
飼
育
を
行
な
い
、
学
習
に
役
立
て
て
い
ま

す
。
使
用
済
み
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
、
鉛
筆
立
て

な
ど
に
加
工
し
、
バ
ザ
ー
に
て
販
売
。
得
ら
れ
た
資
金
を

ユ
ニ
セ
フ
募
金
へ
と
寄
付
し
て
い
ま
す
。 

竹
藤
開
発
工
業
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

昭
和
４
８
年
操
業
。
製
缶
業
を
主
体
と
し
た
各
種
産
業

機
械
の
設
計
・
製
作
を
行
な
う
会
社
で
す
。 

      

現
在
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
缶
を
核
と
し
て
、
タ
ン
ク
な
ど

の
容
器
を
大
手
業
者
へ
納
品
。
ま
た
、
ビ
ー
ル
製
造
用
の

タ
ン
ク
を
製
作
す
る
実
績
も
豊
富
で
す
。
ま
た
、
学
校
・

レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
の
プ
ー
ル
製
作
に
お
い
て
は
、
九
州

内
で
代
表
格
の
企
業
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
有
名
で
す
。 

 

缶
回
収
に
て
得
ら
れ
た
支
援
金
を
、
会
社
独
自
で
寄
付

等
に
回
す
予
定
で
す
。  

 

 

 

ホタル池（校内） 

巌流島 

（校舎内から撮影） 

会 社 外 観 

回収ボックス設置（現場） 

 

 

 

 

 

 

 

 



            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

    

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

   

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 

３
７
１
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
５
年 

 

７
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
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Vol.18 

 
 Ｋ

Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
大
多
和
で
す
。 

 

連
日
気
温
が
３
０
℃
を
超
え
、
今
年
も
楽
し
い
夏
が
や
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
梅
雨
も
あ
が
り
、
真
っ
青
な
空
を
眺
め

て
い
る
と
気
分
も
爽
快
に
な
り
ま
す
ね
。 

  

先
月
は
別
府
の
秘
湯
に
バ
イ
ク
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
脱

衣
所
も
な
い
所
で
ま
さ
し
く
秘
湯
。
最
高
で
し
た
。 

炎
天
下
の
中
、
バ
イ
ク
で
乗
り
回
し
て
い
る
う
ち
に
早
く

も
腕
の
皮
が
む
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

ケ
ガ
・
事
故
の
な
い
様
に
夏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

大
多
和 

真
輔 

ペ
レ
ッ
ト
製
造
担
当 

鞘
ヶ
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

新
日
鐵
の
社
宅
を
主
と
し
、
１
２
８
４
世
帯
数
（
２
４

協
議
会
）
あ
る
鞘
ヶ
谷
地
区
は
、
子
ど
も
会
や
老
人
会
が
、

定
期
的
に
公
園
や
人
工
川
（
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
）、
天
籟

寺
川
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
き
れ
い
な
町
並
み

を
誇
っ
て
い
ま
す
。 

      

ホ
タ
ル
の
町
と
し
て
有
名
で
、
今
年
で
１
５
回
目
と
な

っ
た
「
ほ
た
る
祭
り
」
行
事
に
は
、
毎
年
１
万
人
（
２
日

間
）
が
集
い
ま
す
。 

 

環
境
の
町
を
目
指
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
大

切
な
資
源
と
し
て
回
収
し
、
ま
た
、
缶
の
支
援
金
か
ら
は
、

花
の
苗
を
購
入
し
、
緑
化
活
動
に
取
組
む
予
定
で
す
。 

環
境
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業 

Ｏ
Ｐ
イ
ベ
ン
ト
（
八
幡
東
区
） 

 

７
月
２
３
日
、
八
幡
東
区
の
枝
光
本
町
商
店
街
に
て
、

環
境
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
か
ら
も
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の

パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
、
来
客
者
へ
説
明
・
紹
介
。
他
に

も
、
子
ど
も
た
ち
が
缶
に
絵
を
描
き
、
パ
ネ
ル
に
展
示
。 

       

回
収
機
へ
空
き
缶
１
個
投
入
毎
に
、
１
ポ
イ
ン
ト
（
１

円
分
）
の
チ
ケ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
、
商
店
街

内
の
商
品
を
対
象
に
利
用
で
き
ま
す
。
商
店
街
の
活
性
化

へ
向
け
た
地
域
参
加
型
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

西
日
本
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
㈱
（
若
松
区
） 

西
戸
畑
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

麻
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校 

北
九
州
校
（
小
倉
北
区
） 

麻
生
公
務
員
専
門
学
校
（
小
倉
北
区
） 

昭
和
商
事
石
油
㈱ 

 

・
到
津
Ｓ
Ｓ
（
小
倉
北
区
） 

 

・
西
港
Ｓ
Ｓ
（
小
倉
北
区
） 

 

・
高
峰
Ｓ
Ｓ
（
小
倉
北
区
） 

コ
ス
モ
石
油
販
売
㈱ 

 

・
尾
倉
Ｓ
Ｓ
（
八
幡
東
区
） 

枝
光
本
町
商
店
組
合
連
合
会
（
八
幡
東
区
） 

枝
光
台
中
学
校
（
八
幡
東
区
） 

 

以
上  

累
計 

: 

１
０
０
団
体 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

井
堀
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
ほたる公園 

ほたる祭り（2005/5/29） 

ボックス設置風景 
缶アート作成風景 

空き缶回収機 

（缶投入中） 

100 



            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

新
た
な
参
加
団
体 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

  

  

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 

４
８
６
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
５
年 

 

８
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
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Vol.19 

 
 Ｋ

Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
池
尻
で
す
。 

コ
ス
モ
ス
街
道
沿
い
に
、
ひ
ま
わ
り
が
き
れ
い
に
咲
き
誇

っ
て
い
ま
す
。
コ
ス
モ
ス
畑
が
満
開
に
な
る
頃
に
は
、
徐
々

に
涼
し
く
な
っ
て
い
き
、
季
節
の
変
化
が
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。 

 

週
末
に
は
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
温
泉
（
自
然
に
湧
き
出
し
て

い
る
所
）
を
巡
っ
て
い
ま
す
。 

自
宅
の
庭
に
、
今
年
食
べ
た
ス
イ
カ
の
種
を
植
え
た
の
が

芽
を
出
し
、
今
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
位
の
大
き
さ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
作
っ
て
み
た
い 

で
す
。 

 
 

西
戸
畑
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

約
１
０
６
０
世
帯
数
の
西
戸
畑
地
区
は
、
戸
畑
区
の
西

北
に
位
置
し
、
戸
畑
と
若
松
を
結
ぶ
若
戸
渡
船
が
洞
海
湾

を
往
来
す
る
、
戸
畑
側
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

       

美
し
い
街
並
み
・
賑
わ
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
一
環

で
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
励
行
し
た
り
、
本
町
公
園
に
て

地
域
住
民
参
加
型
の
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
大
作
戦
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

ご
み
の
廃
品
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
（
資
源
分
別
を
心
が

け
る
意
味
合
い
を
込
め
て
）、
空
き
缶
回
収
活
動
に
組
み
込

み
実
施
中
。 

若
松
み
な
と
祭
り
（
７
月
２
９
～
３
１
日
） 

 

出
店
の
立
ち
並
ぶ
初
日
。
雨
の
心
配
を
よ
そ
に
、
大
勢

の
見
物
客
が
見
守
る
前
で
『
く
き
の
う
み
花
火
の
祭
典
』

を
皮
切
り
と
し
て
盛
大
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

      

翌
３
０
日
、
当
社
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
、
２
年
連
続
カ
ラ
オ
ケ

大
会
に
出
場
。
当
然
回
収
ボ
ッ
ク
ス
も
設
置
。 

 

昨
年
よ
り
も
増
員
し
５
名
に
て
熱
唱
。
盛
り
上
げ
に
貢

献
で
き
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
が
、
楽
し
く
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

相
生
商
店
連
盟
共
同
組
合
（
八
幡
西
区
） 

コ
ス
モ
石
油
販
売
㈱ 

 

・
木
町
Ｓ
Ｓ 

 

 

以
上  

累
計 

: 

１
０
１
団
体 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

や
ま
び
こ
学
園
（
小
倉
南
区
） 

 

 

 

 

池
尻 

道
典 

選
別
リ
サ
イ
ク
ル
担
当 

 
センター外観 

ボックス設置風景 

熱 唱 中 

特設ステージ横 

回収ボックス設置風景 

 



            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

新
た
な
参
加
団
体 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 

   

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

６
７
７
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
５
年 

 

９
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.20 

 

 Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
吉
川
で
す
。 

 

私
、
炭
酸
飲
料
が
大
好
き
な
ん
で
す
が
、
９
月
に
入
っ
て

自
動
販
売
機
か
ら
『
何
ん
と
！
』
夏
季
限
定
お
徳
用
サ
イ
ズ

コ
ー
ナ
ー
が
な
く
な
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
残
暑

厳
し
い
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
ん
な
で
秋
突
入
と
な
り
ま
し
た
。 

  

近
況
で
は
、
妻
が
サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
、『
あ
っ
！
』
と
言

う
間
に
ス
ー
ツ
、
ボ
ー
ド
と
道
具
が
揃
っ
て
い
る
有
様･

･･

。 

 

私
の
財
布
は
真
冬
の
様
相
を
呈
し
始
め
ま
し
た
。 

  

『
チ
ー
ム
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
』
結
成
へ
向
け
、
自
動
二
輪
の
大
型

免
許
取
得
に
ま
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
予
定
で
す
。 

や
ま
び
こ
学
園
【
重
症
心
身
障
害
者
施
設
】
（
小
倉
南
区
） 

 

当
学
園
は
前
方
に
国
定
公
園
で
あ
る
平
尾
台
の
カ
ル

ス
ト
台
地
が
連
な
り
、
緑
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
と
こ
ろ
で

す
。
医
療
法
に
よ
る
病
院
と
児
童
福
祉
法
に
よ
る
福
祉
施

設
の
両
面
を
も
ち
、
総
合
的
な
療
育
が
で
き
る
こ
と
を
特

徴
と
し
て
い
ま
す
。 

       

缶
は
保
護
者
、
職
員
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
学
園
生
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
「
缶
つ
ぶ
し
」
と
い
う
作
業
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
缶
の
回
収
で
得
ら
れ
た
支
援
金
は
学
園

生
の
た
め
に
有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

井
堀
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

井
堀
校
区
は
、
昔
、
農
耕
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ

り
、
歴
史
の
あ
る
町
な
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。
全
２
１

４
４
世
帯
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
自
治
会
の
組
織
が
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
、
市
民
セ
ン
タ
ー
を
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
、
活
発
に
活
動
・
運
営
し
て
い
ま
す
。 

 
 

      

校
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
資
源
回
収
事
業
グ
ル
ー
プ
」

の
活
動
（
月
２
回
）
に
て
、
缶
回
収
や
古
紙
回
収
を
実

施
。
自
治
会
広
報
や
市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
等
で
積
極

的
に
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

伸
清
興
業
（
若
松
区
） 

新
栄
石
油
（
若
松
区
） 

㈲
ニ
ュ
ー
げ
ん
か
い
（
若
松
区
） 

コ
ス
モ
石
油
販
売
㈱ 

戸
畑
Ｓ
Ｓ
（
戸
畑
区
） 

㈱
新
光 

 

・ 

本
社
（
若
松
区
） 

・ 

藤
木
給
油
所
（
若
松
区
） 

・ 

門
司
給
油
所
（
門
司
区
） 

㈱
イ
シ
マ
ル
（
小
倉
北
区
） 

 

以
上  

累
計 

: 

１
０
６
団
体 

 

 

吉
川 

信
敏 

総
務
・
経
理
担
当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建 屋 外 観 

「缶つぶし」作業場 空き缶保管倉庫 

建 屋 外 観 



            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 

６
９
８
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
５
年 

 

１
０
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.21 

 

 
 

福
田 

博 

ペ
レ
ッ
ト
製
造
担
当 

 

星
が
丘
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

前
を
見
れ
ば
近
代
建
築
（
山
を
切
り
開
い
て
で
き
た
新

興
住
宅
な
ど
）
、
後
ろ
を
見
れ
ば
金
剛
山
や
尺
岳
、
福
智
山

と
い
う
山
並
み
が
融
合
し
て
い
る
の
が
「
星
が
丘
」
校
区

の
特
徴
で
す
。 

       

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
を
介
し
て
、
校
区
内
２
３
０
０
世
帯

の
方
々
へ
定
期
的
に
資
源
回
収
を
呼
び
か
け
、
地
域
住
民

の
方
々
が
、
セ
ン
タ
ー
へ
足
を
運
ぶ
際
に
、
空
き
缶
や
古

紙
・
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
地
域
内
で
連
携
し

な
が
ら
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

八
幡
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
八
幡
東
区
） 

 

旧
八
幡
製
鉄
所
本
社
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
、
ス
ペ
ー
ス

ワ
ー
ル
ド
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
テ
ル
と
し
て
も
営
業
し
て

い
ま
す
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
全
国
に
３

１
あ
る
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の
１
つ
で
、
小
高
い
丘
の
上
に

あ
り
、
夜
は
副
都
心
黒
崎
の
夜
景
を
展
望
で
き
る
所
で
す
。 

       

ホ
テ
ル
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
を
２
３
品
目
に
分
別
。

そ
の
内
、
空
き
缶
を
、
小
学
生
の
た
め
の
空
き
缶
基
金
活

動
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
他
に
、
食
用
廃
油
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
可
能
な
限
り
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
様
に
努

め
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
へ
向
け
た
取
組
み
を
実
施
中
。 

大
里
東
小
学
校
（
門
司
区
） 

小
出
油
業
㈲ 

  

以
上  

累
計 

: 

１
０
８
団
体 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

西
日
本
総
合
展
示
場
（
小
倉
北
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

 

 

センター外観 

空き缶 集積場所 
分別コーナー 

ホテル外観 

  
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
福
田
で
す
。 

 

日
曜
日
に
孫
を
連
れ
て
、
平
尾
台
に
遊
び
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
紅
葉
に
は
ち
ょ
っ
と
早
か
っ
た
で
す
が
、
「
天
気
良

好
」
・
「
爽
や
か
な
風
」
・
「
新
鮮
な
空
気
」
と
３
拍
子
揃
っ
た

お
か
げ
で
と
て
も
満
喫
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
天
平
山
（
標
高
１
３
１
０
メ
ー
ト
ル
）
に
登
り
、

頂
上
か
ら
北
九
州
を
一
望
。
日
頃
あ
ま
り
食
べ
な
い
孫
も
、

頂
上
で
の
弁
当
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

 

今
年
大
好
き
な
魚
釣
り
に
あ
ま
り
行
け
な
か
っ
た
の
が
少

し
心
残
り
で
す
が
、
若
松
（
は
ま
ゆ
う
）
岩
盤
浴
へ
行
き
、

い
い
汗
を
流
し
（
腰
を
温
め
…
）
た
お
か
げ
で
腰
痛
も 

治
っ
た
気
が
し
ま
す
。
今
後
も
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

 
 

 

基
金 

団
体 



            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

  

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

      
 

 

 

 

５
１
６
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
５
年 

 

１
１
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.22 

 

 
 

藤
田 

輝
実 

ペ
レ
ッ
ト
製
造
担
当 

 

戸
畑
中
央
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

 

戸
畑
区
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、
大
き
く
分
け
て
西
に

洞
海
湾
、
北
に
工
場
群
、
東
に
官
公
庁
、
南
に
住
宅
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
開
校
５
年
目
の
新
し
い
学
校
で
、
全
校

５
９
５
名
の
子
供
た
ち
は
、
様
々
な
特
徴
の
あ
る
立
地
条

件
を
利
用
し
て
、
地
域
を
素
材
と
し
た
学
習
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

    

全
校
で
ア
ル
ミ
缶
回
収
に
取
組
み
、
子
供
た
ち
が
持
ち

寄
っ
た
缶
を
環
境
委
員
会
の
児
童
が
週
１
回
各
教
室
を
回

っ
て
回
収
。
回
収
で
得
た
支
援
金
を
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

寄
付
（
車
い
す
・
ベ
ッ
ド
の
補
助
器
）
に
充
て
て
い
ま
す
。 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
よ
り
ど
こ
ろ
」（
若
松
区
） 

 

平
成
１
４
年
４
月
か
ら
、
環
境
・
福
祉
・
食
の
安
全
・

青
少
年
の
健
全
育
成
の
４
本
柱
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
若
松
区
の
岩
屋
（
千
畳
敷
）
海
岸
近
く
の
国
道
沿
い

に
約
２
０
０
０
坪
の
土
地
を
有
し
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で

幅
広
い
年
代
が
自
然
の
中
で
余
暇
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

      

主
に
、「
竹
炭
づ
く
り
」・「
完
全
無
農
薬
野
菜
づ
く
り
（
生

ご
み
堆
肥
も
使
用
）
」・「
養
鶏
」
な
ど
を
年
中
無
休
で
開
催
。

空
き
缶
回
収
で
得
た
リ
サ
イ
ク
ル
金
を
、
材
料
の
購
入
資

金
へ
と
回
し
、
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

福
岡
小
松
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
㈱
（
小
倉
北
区
） 

 

以
上  

累
計 

: 

１
０
９
団
体 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

西
日
本
総
合
展
示
場
（
小
倉
北
区
） 

枝
光
本
町
商
店
街
組
合
連
合
会
（
八
幡
東
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

 

資源物 保管倉庫 

校舎 外観 

無農薬野菜 菜園 

養鶏場 

 
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
藤
田
で
す
。 

日
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
、
重
ね
着
枚
数
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
私
の
中
で
は
す
っ
か
り
冬
モ
ー
ド
で
す
。
今
月
初
旬
に

は
ス
ト
ー
ブ
を
出
し
ま
し
た
。 

 

先
月
、
家
族
全
員
で
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
へ
日
帰
り
旅
行
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
で
行
っ
た
の
で
す
が
、
道
中
の
車

窓
か
ら
眺
め
る
景
色
は
格
別
な
も
の
で
し
た
。 

 

子
供
も
大
き
く
な
り
、
休
み
に
家
族
全
員
が
揃
う
機
会
も

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。『
お
ー
い
、
旅
行
に
行
く
ぞ
！
』
と
言

う
と
、
家
族
が
全
員
揃
っ
て
出
掛
け
る
よ
う
な
家
庭
環
境
作 

り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

  

 



            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

   

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 

６
３
１
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

２
０
０
５
年 

 

１
２
月
号 

 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.23 

 

 

到
津
小
学
校
（
小
倉
北
区
） 

 

町
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
到
津
の
森
や
板
櫃
川
な
ど
自

然
に
も
恵
ま
れ
た
土
地
柄
で
す
。 

 

１
０
月
に
全
校
（
生
徒
数
３
７
４
名
）
で
、
ア
ル
ミ
缶

積
み
大
会
「
到
津
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
」
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
直
前
１
ヶ
月
間
で
１
９
０
４
本
の
ア
ル
ミ
缶
を
収
集

し
準
備
。
優
勝
は
、
２
１
本
の
積
上
げ
に
成
功
し
ま
し
た
。 

      

ま
た
、
５
・
３
０
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）
運
動
を
１
週
間
実
施
。 

青
少
年
赤
十
字
委
員
会
の
児
童
が
、
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が 

ら
登
校
す
る
仕
組
み(
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
方
式)

を
作
り
、
全 

校
生
徒
へ
呼
び
か
け
た
。
学
習
と
の
結
び
付
き
で
、
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
組
む
生
徒
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。 

 
 

港
が
丘
小
学
校
（
門
司
区
） 

今
年
は
、
環
境
委
員
会
を
中
心
と
し
た
５
年
生
と
６
年

生
の
児
童
が
、
空
き
缶
集
め
の
呼
び
か
け
・
缶
つ
ぶ
し
に

取
組
み
、
さ
ら
に
、『
カ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
グ
リ
ー
ン
マ

ー
ク
に
つ
い
て
』
の
劇
も
発
表
。 

     

 

環
境
学
習
の
実
習
で
、
学
校
の
裏
山
開
発
と
し
て
エ
コ

ラ
ン
ド
作
り
を
、
ま
た
、
エ
コ
ラ
イ
フ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

題
し
て
展
示
物
作
成
を
実
施
。
児
童
の
皆
さ
ん
が
、
ゴ
ミ

の
出
し
方
の
学
習
（
家
庭
科
）
や
リ
サ
イ
ク
ル
大
作
戦
を

通
じ
て
資
源
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

光
英
株
式
会
社
（
小
倉
北
区
） 

 

以
上  

累
計 

: 

１
１
０
団
体 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

枝
光
本
町
商
店
組
合
連
合
会
（
八
幡
東
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

 Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
井
上
で
す
。 

 

長
期
予
報
で
は
、
今
年
も
暖
冬
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

予
想
外
の
寒
波
襲
来
。
こ
の
寒
波
に
加
え
、
海
水
温
が
平
年

よ
り
１
～
２
度
高
い
こ
と
で
、
水
蒸
気
の
量
が
増
え
雪
雲
が

発
達
し
、
日
本
海
側
の
大
雪
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

  

地
球
温
暖
化
が
原
因
の
海
水
温
度
の
上
昇
で
す
が
、
温
暖

化
→
暖
冬
と
は
い
か
な
い
み
た
い
で
、
環
境
問
題
に
は
い
ろ

い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

  

こ
の
寒
さ
で
私
も
、
一
足
早
く
厚
着
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

暖
房
に
頼
る
こ
と
な
く
重
ね
着
で
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
今
年
は
、『
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
』
で
温
暖
化
防
止 

 

に
一
役
か
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

 

井
上 

雅
代 

総
務
・
経
理
担
当 

 

 

 

 

学校 外観 

空き缶集積状況 

学校 外観 

空き缶集積状況 



           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           

      
 

  
 

   

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

 

 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
深
津
で
す
。 

 

空
き
缶
回
収
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
早
２
年
が
経
ち

ま
し
た
。
先
月
行
な
わ
れ
た
起
業
祭
へ
の
参
加
も
２
回
目
。

今
年
も
新
日
鉄
八
幡
さ
ん
か
ら
ブ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
、
ブ
ー
ス
内
に
て
催
し
を
実
施
。
詳
細
を
次
項
に
掲
載

し
ま
す
。 

 

団
体
回
収
の
近
況
報
告
を
少
々
…
。
参
加
団
体
（
裏
面
に

全
団
体
名
を
掲
載
）
は
、
支
援
（
４
円
）
企
画
７
２
団
体
、

空
き
缶
基
金
３
７
団
体
と
な
り
、
北
九
州
市
内
全
区
に
て
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
空
き
缶
回
収

実
績
を
記
録
集
と
し
て
下
記
に
掲
載
し
ま
す
。
お
楽
し
み
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

 

 

ま
た
、
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
空
き
缶
回
収
活
動
の
充
実
を
目
的
に
作
成
し
て
お
り

ま
す
。
閲
覧
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ 

: /
/

ｗ
ｗ
ｗ
．
ｋ-

ａ
ｒ
ｓ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ 

 

 

営
業
担
当 

 
 

 

深
津 

伸
哉 

 
 

２
０
０
５
年 

 

冬
季
増
刊
号 

 
 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

■
缶
ア
ー
ト
【
展
示
ブ
ー
ス
内
】 

○ 

起 

業 

祭 (

会
場 

大
谷
体
育
館
前) 

 

開
催
期
間
中
（
１
１
月
４
日
～
６
日
）
、
天
候
が
崩
れ

雨
の
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
３
日
間
累
計
で
６
２
万
人
の

来
場
者
（
実
行
委
員
会
事
務
局
デ
ー
タ
）
と
な
り
、
大
変

盛
況
な
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
も
当
社
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
、
新
日
鉄
八
幡
さ
ん
の
テ
ン

ト
を
間
借
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
テ
ン
ト
内
外
で
イ
ベ
ン

ト
や
空
き
缶
回
収
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

テ
ン
ト
内
で
は
、
子
供
さ
ん
た
ち
に
、
缶
そ
の
も
の
に

絵
を
描
い
て
い
た
だ
き
、
下
地
の
絵
に
缶
を
貼
り
付
け
る

缶
ア
ー
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。 

      

ま
た
、
屋
外
に
は
回
収
ボ
ッ 

ク
ス
を
設
置
し
、
祭
り
・
イ
ベ 

ン
ト
に
来
ら
れ
た
お
客
さ
ん
に
、 

飲
料
済
み
の
缶
を
提
供
し
て
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

飲
料
済
み
空
き
缶
を
利
用
し 

て
、
「
缶
ア
ー
ト
」・
「
Ｋ
Ａ
Ｒ 

Ｓ
」
の
看
板
を
作
成
・
展
示
。 

  

会 場 風 景  

看板完成品 

空
き
缶
回
収
活
動 

記
録
集 

【
僕
ら
の
仲
間
】 

 
 

☆
全
３
４
作
品 

【
森
の
仲
間
た
ち
】 

 
 

 

☆
全
５
７
作
品 

【
海
の
仲
間
た
ち
】 

     

☆
全
３
３
作
品 

【
宇
宙
に
持
っ
て 

行
き
た
い
も
の
】 

 
 

 
 

☆
全
４
３
作
品 

【
工
場
で
つ
く
っ
て 

ほ
し
い
も
の
】 

 
 

 
 

 

☆
全
２
３
作
品 

 

 

  

 

 

 

 

 ■
平
成
１
７
年 

回
収
量
ベ
ス
ト
１
０ 

１
位 

本
城
団
地 

長
寿
会 

 
 

 
 

 

２
，
８
６
０
ｋ
ｇ 

 

２
位 

赤
崎
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

 

２
，
６
３
０
ｋ
ｇ 

 

３
位 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

２
，
４
０
０
ｋ
ｇ 

 

４
位 

西
日
本
総
合
展
示
場 

清
掃
部 

 

２
，
０
２
０
ｋ
ｇ 

 

５
位 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 
 

１
，
３
１
０
ｋ
ｇ 

 

６
位 

井
堀
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 
 

７
９
０
ｋ
ｇ 

 

７
位 

枝
光
本
町
商
店
街
連
合
会 

 
 

 
 

７
７
０
ｋ
ｇ 

 

８
位 

本
城
イ
ー
ス
ト
子
ど
も
会 

 
 

 
 

６
１
０
ｋ
ｇ 

 

９
位 

岩
崎
自
治
区
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
３
０
ｋ
ｇ 

１
０
位 

戸
畑
中
央
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
０
０
ｋ
ｇ 

 ■
空
き
缶
回
収
総
重
量 

 

平
成
１
５
年 

 
 

 

９
４
０
ｋ
ｇ 

 

平
成
１
６
年 

２
２
，
５
４
０
ｋ
ｇ 

 

平
成
１
７
年 

４
２
，
８
５
０
ｋ
ｇ 

 

 

 ■
空
き
缶
基
金
積
立
額 

 
【
Ｈ
１
７
年
１
０
月
現
在
】 

 
 

１
０
４
，
４
０
０
円 

 ■
月
別
回
収
量
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
回
数 

赤
崎
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

１
１
回 

 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

４
回 

 

本
城
団
地 
長
寿
会 

 
 

 
 

 

３
回 

 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 
 
  

１
回 

 

青
葉
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

 

１
回 

 

西
日
本
総
合
展
示
場 
清
掃
部 

１
回 

 

戸
畑
中
央
小
学
校 

 
 

 
 

 

１
回 

 

＊
平
成
１
７
年
は
、 

１
月
～
１
０
月
ま
で
の
実
績
で
す
。 

  

   

缶
ア
ー
ト
完
成
品 

 

 

来
場
さ
れ
た
お
子
さ
ん

に
、
５
つ
の
テ
ー
マ
を
基

に
し
て
、
空
き
缶
の
側
面

（
胴
体
部
分
）
に
思
い
つ

い
た
絵
を
描
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
、

絵
が
描
か
れ
た
缶
の
数

は
、
な
ん
と
１
９
０
本
！ 

 

で
き
る
だ
け
、
描
い
て

く
れ
た
子
供
さ
ん
に
下
地

の
絵
へ
缶
を
貼
り
付
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

 

缶
に
絵
を
描
く
子
供
さ

ん
の
姿
を
写
真
撮
影
し
て

い
る
親
御
さ
ん
や
、
一
緒

に
な
っ
て
缶
に
絵
を
描
く

親
御
さ
ん
の
姿
も
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。 

 



           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
           
 

【
学
校
】 

 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

若
松
中
央
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

港
が
丘
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

緑
ヶ
丘
中
学
校
（
門
司
区
） 

 

中
原
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

 

中
井
小
学
校
（
小
倉
北
区
） 

 

広
徳
小
学
校
（
小
倉
南
区
） 

 

江
川
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

藤
松
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

赤
池
中
学
校
（
田
川
郡
） 

 

青
葉
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

高
須
中
学
校
（
若
松
区
） 

 

向
洋
中
学
校
（
若
松
区
） 

 

深
町
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

慶
成
高
校
・
秀
櫻
館
（
小
倉
北
区
） 

 

東
郷
中
学
校
（
門
司
区
） 

 

小
倉
南
高
校
（
小
倉
南
区
） 

 

小
森
江
東
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

藤
木
小
学
校
（
若
松
区
） 

 

あ
や
め
が
丘
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

 

門
司
中
央
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

花
房
小
学
校 

安
屋
分
校
（
若
松
区
） 

赤
坂
小
学
校
（
八
幡
西
区
） 

戸
畑
中
央
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

西
小
倉
小
学
校
（
小
倉
北
区
） 

修
多
羅
小
学
校
（
若
松
区
） 

黒
崎
中
学
校
（
八
幡
西
区
） 

  
 

  

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

 

本
城
東
自
治
区
会 

第
６
町
会
（
八
幡
西
区
） 

 

大
石
塗
装
株
式
会
社
（
八
幡
東
区
） 

 

浅
生
フ
ァ
イ
ン
通
り
組
合
（
戸
畑
区
） 

 

自
悠
茶
論 

皿
倉
（
八
幡
東
区
） 

 

本
城
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
西
区
） 

 

や
ま
び
こ
学
園
（
小
倉
南
区
） 

 

帝
電
設
株
式
会
社
（
八
幡
東
区
） 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
（
若
松
区
） 

 

竹
藤
開
発
工
業
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

若
松
区
第
３
２
区
自
治
会
（
若
松
区
） 

 

若
松
区
第
２
１
区
自
治
会
（
若
松
区
） 

 

若
松
区
第
２
０
区
自
治
会
（
若
松
区
） 

 

若
松
区
第
１
１
区
自
治
会
（
若
松
区
） 

 

足
立
市
民
セ
ン
タ
ー
（
小
倉
北
区
） 

 

星
ヶ
丘
明
星
会
（
八
幡
西
区
） 

 

岩
崎
自
治
区
会
（
八
幡
西
区
） 

 

麻
生
医
療
福
祉
専
門
学
校
（
戸
畑
区
） 

 

麻
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
（
小
倉
北
区
） 

 

西
戸
畑
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

枝
光
本
町
商
店
組
合
連
合
会
（
八
幡
東
区
） 

 
相
生
商
店
連
盟
共
同
組
合
（
八
幡
西
区
） 

 
伸
清
興
業
（
若
松
区
） 

●
活
動
全
団
体 

一
覧
（
１
２
月
１
２
日
現
在
） 

【
空
き
缶
基
金
団
体
】 

 

愛
グ
ル
ー
プ
（
６
社
）
（
小
倉
北
区
・
八
幡
西
区
） 

 

株
式
会
社
小
玉
商
店
（
若
松
区
） 

 

鶴
丸
海
運
株
式
会
社
（
若
松
区
・
小
倉
北
区
） 

 

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
（
福
岡
市
） 

 

三
井
鉱
山
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

大
東
興
業
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

エ
ス
カ
ル
戸
畑 

海
員
会
館 

 

キ
ョ
ク
レ
イ
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

北
九
州
グ
リ
ー
ン
清
掃
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

株
式
会
社
樫
本
商
店
（
若
松
区
） 

 

株
式
会
社
Ｕ
Ｅ
Ｘ
（
若
松
区
） 

 

株
式
会
社
花
岡
商
店
（
若
松
区
） 

 

有
限
会
社
カ
ワ
ハ
ラ
通
信
（
若
松
区
） 

 

平
和
商
事
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

有
限
会
社
興
和
鉄
工
所
（
若
松
区
） 

 

有
限
会
社
越
元
機
工
（
若
松
区
） 

 

水
口
工
業
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

サ
ン
エ
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

安
部
ガ
ナ
イ
ト
工
業
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

東
海
炭
素
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

丸
三
商
事
有
限
会
社
（
若
松
区
） 

 

株
式
会
社
ワ
シ
ダ
（
３
店
舗
） 

 

エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
（
若
松
区
） 

 

コ
ス
モ
石
油
販
売
株
式
会
社
（
４
店
舗
） 

 

株
式
会
社
ヒ
ガ
キ
（
４
店
舗
） 

 

北
九
州
八
幡
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
八
幡
東
区
） 

 

シ
ー
エ
ル
シ
ー
タ
カ
ハ
シ
株
式
会
社
（
１
６
店
舗
） 

 

大
東
建
託
株
式
会
社 

北
九
州
支
店
（
八
幡
西
区
） 

 
 

 

二
島
小
学
校
（
若
松
区
） 

槻
田
小
学
校
（
八
幡
東
区
） 

鴨
生
田
小
学
校
（
若
松
区
） 

到
津
小
学
校
（
小
倉
北
区
） 

枝
光
台
中
学
校
（
八
幡
東
区
） 

大
里
東
小
学
校
（
門
司
区
） 

  【
一
般
団
体
】 

 
 

 

若
松
区
第
２
２
区
自
治
会
（
若
松
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

牧
山
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

緑
ヶ
丘
第
２
幼
稚
園
（
八
幡
西
区
） 

 

日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
学
校
（
宗
像
市
） 

 

高
須
東
１
丁
目
町
内
会
（
若
松
区
） 

 

井
堀
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

星
ヶ
丘
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

武
冨
商
店
（
若
松
区
） 

本
城
イ
ー
ス
ト
子
ど
も
会
（
八
幡
西
区
） 

 

鞘
ヶ
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

三
井
ハ
イ
テ
ッ
ク 

青
雲
寮
（
八
幡
西
区
） 

 

マ
ン
シ
ョ
ン 

ミ
モ
ザ
（
若
松
区
） 

 

暁
の
鐘
学
園
（
若
松
区
） 

 

西
日
本
総
合
展
示
場 

清
掃
部
（
小
倉
北
区
） 

 

  

あ
い
お
い
損
害
保
険
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

西
日
本
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社
（
若
松
区
） 

 

昭
和
商
事
石
油
株
式
会
社
（
３
店
舗
） 

 

新
栄
石
油
（
若
松
区
） 

 

有
限
会
社
ニ
ュ
ー
げ
ん
か
い
（
若
松
区
） 

 

株
式
会
社
新
光
（
３
店
舗
） 

 

株
式
会
社
イ
シ
マ
ル
（
小
倉
北
区
） 

 

小
出
油
業
有
限
会
社
（
若
松
区
） 

 

福
岡
小
松
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
株
式
会
社
（
小
倉
北
区
） 

 
 

 

 
 

  
 

 

以
上
１
０
９
団
体 

 
 

 

（
参
加
順
） 


